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What Aptitude Components Affect Second Language Acquisition in 
the Beginning Stage?




























































































































　J-CATの各テストの平均点は、聴解 30.3点、語彙 34.8点、文法 28.8点、読解 38.8点であっ




























　音韻的短期記憶は、文法、作文、発話との間に有意な相関（文法：r = .562, p < .01、作文：r = 
.472, p < .05、発話：r = .489, p < .01）があったが、聴解、語彙、読解との間には相関がなかった。
　言語分析能力は文法と有意な相関（r = .546, p < .01）、および、発話と有意傾向の相関（r = 
.384, p < .1）があったが、聴解、語彙、読解、作文との間には相関がなかった。
　ワーキングメモリはどの学習成果テストとの間にも有意な相関は示されなかった。
表 2　相関分析の結果
PSTM LAA WM 聴解 語彙 文法 読解 作文 発話
PSTM 1 .110 .198 .232 –.202 .562** –.144 .472* .489*
LAA 1 .443* .243 .022 .546** –.018 .144 .384†
WM 1 .154 –.163 .178 .156 –.062 .165
** p < .01　* p < .05　† p < .1

























作文 PSTM .472* 2.566 .223*  6.584
発話 PSTM .489* 2.685 .239*  7.211
** p < .01　* p < .05




記憶：β = .472, p < .01、言語分析能力：β = .453, p < .01）。そして、標準偏回帰係数βの数
値から、この 2つの能力が文法得点に同程度に寄与していることが示された。また、これら 2つ




　作文と発話は、どちらも音韻的短期記憶が有意な説明変数となった（作文：β = .472, p < .05、
発話：β = .472, p < .05）。そして、作文においても発話においても、音韻的短期記憶単独で得
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　Ａ）例　1. etomiru － etomizu 3. tamitemaru － tamitemarazu
　　　　　　　学习　　  不学习 　　　教　　　　　　不教
　　　　　2. yodabaru－ yodabarazu 4. yanakiru－ yanakizu
　　　　　　　买　　　　　不买 　　　说　　　　不说
　　　问题１　nakomaru －（　）
　　　　　a. nakomazu　　b. nakomarazu　　c. nakomizu　　d. nakomarizu
